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23･..ヒツジキンバエの生活史について･n 蝿族式要田の生態学的研死 第5報 武術和雄 (大阪

府立衛生研究野)34･5･l受援 .

木坪を馬肉によって累代飼育を行い,各種温度におけJ:,那.幼虫, 戚1)発育期間と産卵前期間.産
卵乱 射化率をしらべ/250が好適温度であるとの結冶なえた.またオーそトラ.)ア･アフ')カ産の

ものと本邦産のものの問には生態学的な差異が認められるようであち.

一ヒッジキンバエLucl'liacupT･iTLaはアブ.)か マダ

ガスカル･モウ.)シウス･7'･立ア南部･印度東部･オー

ストラ])ブおよび南･北米に広く分布t.)),本邦では

本州から九州に至るまで広く分布するキンバエ族の代

表的な種類である.･･木理は蝿岨症を惹起する術生動物

･学上重要な樫額として,.治外における研究報告は非常

一､--I～-に多い.人間に対しては外傷あるいは火傷による傷口

から侵入じて恵起せられた症例が報告されているがう,

･太極にまって最大の被告をこうむっているのはオース

:トラ･)ア･･アフ･)如こおける等の蝿岨症であサ;'･年々
･莫大な損失をうけているといわれる.

･ヒツジキンバエの生活史については Mackemlal,3,,-

Math王asl)などの報告があるが,･著者は馬肉をあたえ

て餌育したところ,本校は非常rこ容易に累代飼育が可

能であった.本報では異なる温度条件下に如ける発育

籾間および産卵にかんする実験の結果を報告する.

稿をすすめるにさきだち,この研究に御指導と御社

蛙をたまわった小林昭治郎博士と大阪市立大学医学部

田中英雄教授に対し またかずかずの有益な御助言を

あたえられた京都大学良学部内田俊郎教授に対しあつ

くお礼を申しあげる.

飼育および突放方法

1958年9月大坂府貝塚市の顔浜LC放発された魚に発

生した本粒の幼虫を研究室にもちかえり.それより累

代飼育中の個体を実験に供した.

幼虫期の飼育にはできるだけ新鮮な馬のひき肉を,

宙径 12cm,高さ7pm のガラスポットにいれ 成虫l
が産卵した肉塊をこの中にうつしいれて綿布でおおい,

ゴムバンドでかたく.とめて恒温田中で飼育した.幼虫

が充分成熟して上面の布面に移勤しはじめた頃 (前煩

期), これらの幼虫をとりT:'して少量のフスマをしい

･た垣径 9Cも 托さ3cmの腰高シャーレにうつしいれ

て痢化させた.

成虫期の飼育は 15×15×20cm の金網矧 こ約100匹

程度の成虫を収容し,馬肉と1/2汲鑑のミルクおよび

:2% 節糖水をあたえて飼育した.また産卵実験につい

･ては,12×12×12cm'の金網範 (約50メッシュ)に大

きさのできるだけそろった雌 1,雄 2匹ずつを各税別

に収容した.馬肉とミルクは毎日新しいものととりか

'えるようにした.実験は産卵開始後15日間観察した.

い ･卵は馬肉に1塊となってうみつけられたが,卵数をし

らべると.さはこれを軽く水に浸して卵塊をときほぐし,

一折線 こ少星のミルクを浸したものの上に注意深くのせ

･て田径 5cm･の･/'ヤーレに収容し,250の恒温矧こ約

24時間保ったのちその新化率をしらべた.またすでに

･掛 れ,おわった'ものについては.その卵忽塊をしらべ
て不那化卵と発育中の幼虫の合計数を産卵款とした.

発育.産卵実験ともに 200,250,300の各恒温下で

行い,産卵実験では関係湿度を 40-00% に保った.

央 故 括 果

発育期間 : 卵一幼虫及び痢期間は第1蓑に示すと

おりである.本飼育法によれば250以上の幼虫の発育

は非常によく,中途で苑死する個体は比較的少いが,

200では卵-幼虫期問が非常に長くなっている.200で

は幼虫期間の最短日数が14日,最長38日で24日間の

･差がみられ,モードは28日を示した.この延長とずれ

･は摂食をやめた前蛸朋間の延長によるものと考えられ

る.これに較べると250,300ではその差が3日,5

日と比較的小さい.発育所要日数には幼虫の密度効果

が影響することも当然考えられるが,馬肉培基による

本税の発育は低密皮のときは甚だわろく,中途で死亡

する個体が多い.これは培基の常敗をおきえきれず有

貴本報告の放要は昭和34年4月7Ej日本再生動物学会大会 (東京)において発表
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防 虫 科 学 煎 24 巻-I

Table1. Thedevelopmentofthesheeb'blowfly･inrelationtotemperature.

害なバクテリアが発生するためであろう.また高密度

で飼育すると矯小煩がえられてその羽化率も低い.本

培基では最適密度をしらべろことは比較的困難であり,

この実験はくりかえしの経験にもとずいて最適条件に

おかれているものとの推測の上で行われたものである.

煩期間は200においでは幼虫欄間のように著しい差は

みられなかった.いずれの温度においても堆の発育期

間は雌のそれよりもや 短ゝかかった.羽化率は200が

最も高く (91.5%),300では.45.4% と著しく低下し

ている.

温匿を抜軸に,発育日数の逆数 (比較発育速度)杏

縦軸にとり,それぞれの数値をプロットしてみるとは

宙ゞ線的に排列し,卵一幼虫期間,腐期間 (堆,確)

には第1Eqに示すような関係式がなりたつ.こ′れらの

式から理論的に発育零点を求めてみると,卵二幼虫は

15..20,蛸は経が 9･40,雌が 8･80となり,卵一幼虫

30

郡

(8
4J9:■■■
a

)

は矧 こくらべて低温発育限界がかなり高いちとを示し

ている.

発育所要 日数について従来の知見によれば,

Mackerra53)(オーストラ')'7)は20-220における全

発育日数は14-21日(平均17日)で,L.sericaLaの
それとひとしく,Mathiasl)(西アウ')カ,セネガル)

は 26-300において卵, 幼虫. 蛸期間はそれぞれ

0･3-0･5,2･9-3･5,3･8て㌣5･字.日と報告しており,

著者の成税と比較すれば非常な差がみとめられろ.

産卵習性 : 各温度におけろ産卵実験の概要は第2

表に示したとおりで,高温の方が産卵する個体が多い

傾向を示している.産卵は椎の交尾能力いかんにかゝ

わっており3', 高温の方が交尾能力が高いという結果

によるものと喝われる･しかし羽化後 18-20日を経

過しても産卵しなかった個体も,卵苑内における卵の

発育は認められ,その卵数は200において最も多かっ
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Fig･1･ Relationbetweendurationofdevelopmentoftheslleep
blowflyandtemperature. ､

Tab一e2･ CIlaraCtefist王csofthesheepblowfTyinregardtoeggproduction.
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･防 .虫 科 学 蔚 24 巻-I

Table3･Theegg.productionoftheshc'epb一owflyatthedifferenttemperatures･
(28and1?inrrlixed).

Tempera-

luretoC)

Pre･oviposi
lionperiod
(Days) Nob'atOiee,ggL bdeelt,n-.te,eErtn:.aelg.g

Percent
ofllatCh-
edeggs

尊 15/(tota一nO.ofbatches-1)

た.WebberR)tは卵以内で発育した卵は17日間以上は

保有しえられず,それ以後には破壊されてしまうこと

を認めたが,実験に示された卵数の差異は温度により

その破壊される速度が臭っていたためと解釈される.

産卵前胡乱 産卵塊放,産卵間隔及び15日間におけ

る総産卵数.卿化率を示せば第3表のとおりである

いずれについても個休による差は割合に小さく,温度

の上昇につれて産卵前期間は短縮している.Math王asl)

は26-300における産卵前期間が 4.6-6.8日である

とし.Mackerras3)は warm roam(温度不明)では

普通5⊥7日で最低4日であったと記録している.また

彼は蛋白質だけをあたえたばあいは.含水炭素(庶糖)

を加えたばあいよりもその期間が長くなることを認め

ている.このように飼育条件によって若干の差があら

われるものとみるべきであろう.産卵給致,貯化率は

250が最高を示し,300では郷化率が非常に低下して

いる.1卵塊あたりの卵数は毎回は 一ゞ定で,また温

皮による差も非常に小さく,全体を平均すれば177個

となっており, Mackerras3)のえ1=186個 とは ゞひ

としい結果がえられた.

以上の実験結果より,本位の産卵増矧乙は250が好

適温皮であると結論される.,

E3 境

木経たよって宕起せられる羊の地組症については,

オーストラ･)ア,アラ･)カ及び米国の一部から報告ざ

れているが,本邦は勿論その他の既知分布地からは本

極にLよって惹起せられたという例が全くなく,その原

因が久し,く疑問とされていた･1950年,オーストラ,I)

アにおいて Waterhouse及びParamoムovSJが本極

には L.cuprinacuPrina と L.cuL･n'IZadorsdl'S

の2亜種が含まれ,それぞれの分布区域が異っている

ことを明らかにし, 本症を惹起する最 も重要なのは

dol･SaEt''･であって, この亜種はオース･トラl)ア, ア

フl)カ,印度に分布するのに対し,cuPn'1laはそれ以

外の地方に座し,従来 L.I)allesceTIS として扱われ

た柾矧まL.C.cuprL〝aのsynonym であると結論

している.

以上の説にしたがえば,本邦産のヒツジキンバエは

L.C.cLLPrL'nLZであろ可能性が大きい.

オーストラ))アにおける Mackerras37やアフI)･カ

におけるMathiasl'の成紋と本実験成約とを比較す

ると発育速度などに顕著な差が認められるが._このよ

うな差異がもし両亜種間の生態的差異に基づくもので

.あるとするならば,非常に興味ある事柄であり∴この

間題は今後更に検討する価値があると患われる.

ま と め

I･ 野外より採袋したヒツ_ジキンバエについて･幼
虫矧 ま馬肉を,成虫期は馬肉とミルク,'B糖水をあた

えて累代飼育を行った.

2. 20･-300におけろ卵一助虫,雄 ･噂の痢期間は

一第1表に示したとおりで,それらの発育零点は 15.20,

9.40,8.80であった.

3. 産卵前出間は20-300において 3.6-6.8日を

示し,産卵総数とその膨化率は250において最高を示

した.1卵塊あたりの平均卵数は177個であった.

4. オーストラI)ア･アフ))カ産のヒツジキンバエ

と本邦産のそれとを比較すると,発育期間に顕著な相

異が認められ 生態学的な差異があるもののようにも

考えられる.
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･1. Inthepresentp早per,･thelife･history-of

thesheepblowfly,Luci.liacuprLnaWied.,was

discussed.Thelarvaewererearedwiththe壬10rSe/-

meat,andadu一tswerefedonhorsemeat,milk

dnd･2･percentsucrosesolution.

2. Theperiods0fegg･larva,pupalstagesof

蔚 21 巻-･1

malealldfemaleunderthedifferenttemperatures

甲eShowninTablel･TIluS,thedevelopmental

2=erOtemperatureWere15.2,9.4and8.8.C,

respectively.

3. Thepre-oviposition periodsundefthe

rangeLoftemperaturesfrom 20oto300Cwere

variedbetween3.6to6.8days.Totalnumber

ofeggsdepositedandpercentagesofhatched

eggswereshownthemaximumvalueat25oC.

Aye-ragenumberofeggsperbatch was177

(Table3).

4. IncomparisonwithL.cuprinadistributed

in AustraliaandAfricaandtIlatin Japan,

itissuggestedthatsomedifferen'cemayexist

ontileduration ofdevelopmentbetween t王Ie

both stra王ns.

OJltheDirEeretICeinthettesiStaELCeloParalhionorAIelhylParathionoftheHibernated

RiceSlam BorerltcaredonDifferentVarjctie80ffEicePhut.VariationintheResistance

●oftheRiceStemBorertolnもecticides･ⅠⅠ･KozaburoOzAKr(I?ivisionofEntomology,Nat.
Inst.Agric.Sci.,NiShigahara,Tokyo･)･Received,July15,1959.BoEp IKagaku,24,118･123,I

1959(with EnglishreSumd,122).

24. 食害晶硬を異に した越冬幼虫のパ ラチオンまたは メチルパラチオンに対する抵抗力の.._.Lp
相違につし､て ･.こカメイチュウの殺虫剤に対する抵抗力の変異 ⅠⅠ.尾崎幸三郎 (員林省出発技術研

究所 昆虫科)34.7.15受理

第2化期のこカメ､イチュウを異なった品種の水稲で飼育し,幼虫の越冬期における体或とその変異

およびパラチオンまたはメチルパラチオンに対する抵抗力を調べ,幼虫の平均体重とパラチオン剤 -

.に対する抵抗力との関係を検討した.

ま え が き

昆虫の殺虫剤に対する抵抗力は生育期の食餌食物,

棲息密度,温 ･湿度等の環境条件の変化で変動するが,

この変動を検討することは殺虫剤に対する抵抗性の検

討,生物試験に供試する昆虫の均一化にきわめて重要

である.

草食性の昆虫は一般に生育期の食草や同じ食草でも

聴取する部分を異にすると,殺虫剤に対する抵抗力が

顕著に変化する.すでに明らかにされているように,

ニカメイチゝクの老熟幼虫の体重は生育する水稲品種

の相違で変化するので.･こ-の変化は殺虫剤に対する抵

抗力の変動性にも影響するものと考えられる.''そこで

聾者は第2化期の幼虫を異なった品種の水稲で飼育し,

この幼虫の越冬期におけろ体重とその変異およびパラ

チオンまたはメチルパラチオンに対する抵抗力との関

係を検討した.ここにその結果を報告する.
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未払材料と方法

この実験は1953年から1955年までの3ヶ年実施し

た.飼育に供した品種は,1953年には松山雄町,愛国

1号,埼玉細管愛国1号.黄玉の4品種,1954年と

1955年には松山堆町,愛国1号,黄玉,イハラ5号の

4品種で,これらの水稲は関東地方における慣行によ

って所内のコンクリート梶に栽培した.幼虫は8月中

旬に各晶B-にはば同数宛食入させ,幼虫が老熟するま

で飼育した.水稲は各年とも10月下旬に刈取り,在虫

茎をより出し,同じ品種をひとまとめにして室内の金

網墓に倖管した.幼虫は11月下旬または12月上旬に

稲美から取出し,0.1% の昇索水で5分間殺菌し,秩

試するまで 4oCの低温室に貯蔵した.なお冷蔵前に

50-1CO個体の休重を測定した.

1953年には12月上旬に散布法で殺虫剤に刈する抵

抗力を検定した.絞用した殺虫剤はホ])ド-)l乳剤で,


